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                              委員長 小出 直之 
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情報科学用有機材料第１４２委員会 

「有機光エレクトロニクス部会 第６３回研究会」開催通知 

－有機高配向構造体の示す特異光学効果－ 

 

近年、有機結晶や液晶等、広く有機配向体に関して、興味ある光学的性質に関する研究およびこ

れを利用したデバイス開発が精力的に行われております。今回の研究会では、「有機高配向構造体の

示す特異光学効果」をテーマに、当該研究分野で活躍しておられる第一線の研究者の先生方をお招

きして、最新のトピックスを紹介していただきます。皆様、ふるってご参加くださいますよう、御

案内申し上げます。 

 

１．日 時： 平成  27 年  1  月  21  日（水）    13：00－17：00 

 

２．場 所： 東京理科大学森戸記念館第一フォーラム（地下 1F） 

東京都新宿区神楽坂 4-2-2 (http://www.tus.ac.jp/facility/morito/) 

（JR・地下鉄「飯田橋」下車 徒歩 5分） 

 

３．研究会プログラム：  

「液晶性フタロシアニンの分子パッキング構造と光電機能応用」   (13:00～13:45)   

大阪大学大学院工学研究科 電気電子情報工学専攻 

藤井 彰彦 

 

「有機単結晶微小共振器の作製と室温ポラリトン発光の観測」   (13:45～14:30)  

静岡大学大学院理学研究科 物理学専攻 

阪東 一毅 

 

「（チオフェン/フェニレン）コオリゴマー低次元単結晶からの     (14:30～15:15)  

光励起レーザー発振」 

島根大学大学院総合理工学研究科 物理・材料科学領域 

水野 斎 

( 休  憩 ) 

 

「有機単結晶発光デバイスの大電流密度駆動と発光制御」   (15:30～16:15) 

早稲田大学先進理工学部 応用物理学科 

坂上 知 

 

「高配向有機単結晶を活性層とした微小共振器からの特異発光特性」  (16:15～17:00)  

京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科 電子システム工学専攻 

山下 兼一 

 

（追記）： 準備の都合がありますので、出席のご都合を同封の回答用紙で１月７日（火）までにお

知らせ下さい。 


